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世界初、強靭性を持ち、
かつ生分解される
ポリ乳酸の高生産化を実現

今年４月、田口先生が中心となっ
て研究を進められてきた、ポリ乳
酸の高生産化を発表されました。
どのような研究なのか教えていた
だけますか。

田口　平易な言葉で言うと「強くて
しなやか」で、なおかつ「海で分解
する」プラスチック材料の量産化に
世界で初めて成功したという成果
です。その原料は植物で、水素細
菌という微生物で合成して作る、
次世代型のポリ乳酸です。つまり
植物から機能性に優れたプラス
チックを作ることができ、使用後は
自然界で分解して自然に戻ります。
そして、自然に戻った原料を元に、
再びプラスチックを作ることができる
というサイクルができます。この新し
いポリ乳酸の高生産化を実現した
のです。

　この研究は、私と、神戸大学大
学院科学技術イノベーション研究
科に所属する高
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特命助教、そ
して国立研究開発法人産業技術
総合研究所（産総研）、株式会社

カネカの共同研究グループによる
成果です。

プラスチックごみは環境面で世界
的な問題になっていますが、その
大きな解決策になるわけですね。

田口　おっしゃる通りです。プラス
チックごみの問題は、皆さんが思っ
ている以上に大変深刻なのです。
その問題解決のひとつの手段とし
て大いに有効になります。

海外学術専門誌の表紙に

先生の研究は、海外の著名な科
学雑誌の表紙でも紹介されたと
伺っています。

田口　米国化学会の国際誌
「ACS Sustainable Chemistry & 
Engineering」の2024年４月22日
発行の第16号の表紙に掲載され
ました。その表紙のアートイメージ
が、研究の有用性を上手に視覚
化してくれています。

　左下に透明なプレートが見える
のがプラスチックです。そのプラス
チックに向け、左上の微生物から
と、右上奥のフラスコから出てくるひ

も状の鎖のようなイメージの線がつ
ながっています。また、左側の微生
物の中には、よく見ると工場の施設
があります。この後にお話しますが、
これらは突飛なたとえでなく、まさに
そのものなのです。微生物の中で
プラスチックを作る微生物工場が、
もう実用になっています。フラスコか
ら出ているのがポリ乳酸で、乳酸
がエステル結合によってつながっ
た代表的なバイオ由来のプラス
チック材料です。これからきれいで
透明なプラスチックのプレートを作
ることが出来ます。
　しかし、硬くて衝撃に弱いという
難点があります。そこへ微生物工
場で製造される独自のLAHBと名
付けた新規ポリマーをブレンドする
と物性が改善できるのです。
LAHBは、遺伝子回路で作られた
生産ラインに乗って順次製造されま
す。その際、工場に搭載されている
製造装置に相当する生体触媒（酵
素）の高性能化を進化工学という
学問を活用して実施しています。
　さらに右下の方では、出来たプラ
スチックが海洋中で分解して戻るイ
メージで示され、そこには時計が描
かれています。これは、時間がくると
スイッチが入力されるように、このプ
ラスチックが自然の海でも分解され
るということを表しています。国際誌
の表紙は、私たちの成果と有用性
を的確にサイエンティックアートで表
現してくれて、嬉しく感じました。
　これはアメリカ化学会の国際学
術誌で、世界中の研究者が目にす
るものなので反響も大きく、日本のメ
ディアだけでなく海外メディアでも
多数取り上げられました。
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世界初、海水中で分解できる
“強靭性”と“生分解性”を両立した
プラスチックの大量生産に成功

神戸大学大学院 科学技術イノベーション研究科
先端バイオ工学研究センター 特命教授

田口 精一 先生 に聞く
た ぐ ち せ い い ち

取材日：2024年7月29日
（一社）日本科学機器協会 会議室

聞き手 ： 富山裕明 日本科学機器協会 広報委員長
  岡部和徳 株式会社 池田理化
  岡田康弘 日本科学機器協会 編集長
  （取材・撮影・編集協力：クリエイティブ・レイ㈱　安井久雄）

田口 精一 先生のプロフィール
【学 歴・職 歴】
1985年 03月 東京理科大学理学部応用化学科卒業
1989年 03月 東京大学大学院工学系研究科博士後期課程２年単位取得退学
1989年 04月 東京理科大学基礎工学部生物工学科 助手
1991年 01月 工学博士（東京大学）取得
1997年 01月 仏国ルイ・パスツール大学分子細胞生物学研究所免疫部門 客員研究員
1999年 04月 理化学研究所高分子化学研究室 先任研究員
2002年 04月 明治大学農学部農芸化学科 助教授（理化学研究所・客員研究員兼務）
2004年 04月 北海道大学大学院工学研究院 教授（理化学研究所・客員主管研究員兼務）
2012年 10月 科学技術振興機構CREST「二酸化炭素資源化領域」 研究代表者
2017年 04月 東京農業大学生命科学部 教授（北海道大学大学院工学研究院・招聘客員教授・
 名誉教授、理化学研究所・客員主管研究員兼務）
2021年 01月 NEDO新革新「糖原料からの次世代ポリ乳酸の微生物生産技術の開発」 研究代表者
2022年 04月 神戸大学大学院科学技術イノベーション研究科/先端バイオ工学研究センター
 創発生命工学研究室 特命教授

“強靭性”と“生分離性”を両立した「次世代型ポリ乳酸」の大量生産に成功
～プラスチックごみの解決に期待～
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バイオポリマーを作る」、つまりプラ
スチック材料を作るということです。
　１つ目の「進化工学」とは、すごく
乱暴に言うと、“メカニズムは分から
なくても能力を高める”というテクノ
ロジーの分野です。何故そうなるの
かは分からないけれども、とにかく
機能にすぐれたものを作ってしまう
ものです。

理論より良いものを目指す
アメリカ的発想の進化工学

田口　「進化工学」の分野は、既
にノーベル賞を受賞しています。
2018年のノーベル化学賞は、進化
分子工学の研究者であるフランシ
ス・アーノルド、ジョージ・スミス、グレゴ
リー・ウィンターの３人に贈られました。
　どういう手法でやるかというと、
遺伝子を使います。酵素をコードす
る「元の遺伝子」に作為的に遺伝
情報に変異を起こさせて、どんどん
進化させることを遺伝子レベルで
やります。その過程であるトリックを
使って、“良いもの”を引っ張り出して
きます。こうして得られた“良いもの”
をもっと良くするために、最初に戻っ
て同じことを繰り返します。（下図）

自然界のバイオから
工業製品が出来るのか…？

プラスチック素材は石油から作る
のが旧来の常識でしたが、自然
界のものからプラスチックが出来、
なおかつ自然に戻せるというのは
画期的ですね。

田口　技術自体は結構昔からあり
ました。これが工業製品としての機
能にもすぐれ、高生産化出来ること
がポイントです。
　この話を一歩進めると「自然界
のバイオから工業製品ができるの
か？」という問いになると思います。
その答えは「ＹＥＳ！」です。そこに
はバイオと化学のバイリンガル、流
行の言葉で言うと“バイオと化学の
二刀流”が必要になります。

先生はどのように研究分野を広
げていったのでしょうか。これまで
の経歴を教えていただけますか。

田口　大学の学部生から修士課
程の頃、分子生物学に興味を持ち
ました。旧来の、いわゆる博物学的
な生物の分野には興味が薄かっ
たのですが、分子生物学は、分子
レベルで生物の生命現象を捉え、

バイオ、化学、遺伝子等の
見識を活用し合成生物学へ

さらにフランスのルイ・パスツール
研究所での客員研究員、理化学
研究所、明治大学農学部、北海
道大学大学院、東京農大生命科
学部を経て、2022年から現在の
神戸大学へと研究の場を移しな
がら、研究のフィールドを広げて
いったわけですね。

田口　北海道大学の大学院に着
任した時に、本格的にバイオプラス
チックの研究を開始しました。
　時代は、合成生物学という学問
が隆盛になり、この言葉は世界的
にもまだまだ新しい言葉です。
　2002年に明治大学に着任して、
2004年から北大に移った頃あたり
から、ようやく出た分野です。当時
は、ホワイトバイオテクノロジーという
言葉で流行りました。それはエネル
ギー、あるいはプラスチックなどの
化学製品を、微生物の細胞を使っ
て作り出そうという動きです。試験
管で作っていたものを、微生物の
細胞に置き換えて、ものを作りましょ
うということです。それが今の「バイ
オのものづくり」に繋がっています。

「進化工学」「合成生物学」
「新バイオポリマーの開発」
３つのキーワードで研究

田口　私がこれまで行ってきた研
究は、３つのキーワードにまとめられ
ます。その１つが「進化工学」、２つ
目が「合成生物学」つまり今話した
バイオのもの作り、３つ目が「新しい

ケミストリーで理解して記述すると
いうところに魅力を覚えました。当
時は分子生物学の黎明期で非常
に衝撃がありました。
　そこで大学院では分子生物学、
分子遺伝学の大家である三浦謹
一郎先生のもとで学びたいと思い、
東京大学大学院の工学系研究
科の研究室に入り、無我夢中で学
びました。これはこの後、遺伝子工
学に結びついていくのですが、“工
学”とあるように、どちらかというとテ
クノロジーの事です。しかし学問的
な体系は分子生物学であり、それ
を学ばないと、遺伝子工学は運用
できないことになります。
　そして三浦先生の勧めで、博士
課程の２年生の頃に中退して、東
京理科大学の百瀬春生先生の助
手になりました。百瀬先生は味の
素の中央研究所出身で実践的な
御経験を持たれていました。アミノ
酸の発酵などで様 な々功績を上げ
られた方で、私はその下で応用微
生物学を実学で学びました。
　この一連の流れで、基礎から実
学を学ぶ経験をしたことは、今のバ
イオプラスチックを大量生産すること
に結びつきます。この時、貴重な経
験をさせてもらったと感じています。

　受賞者のアーノルドは、もともとプ
リンストン大学の機械工学科の学
生で、バイオにはゆかりがないバッ
クグラウンドだったわけですが、研
究を進めていく中で、酵素分子を
100倍、1000倍、活性を高めるよう
なことを大胆に行いました。これが
アメリカの非常にパワフルで合理
的な考え方で、日本人のきっちりと
構造を解いたうえで改造しようとい
う考え方とは、全然違うのです。
　分からないけどやってしまう、そし
て大胆に結論を出してしまうという
のがアメリカ式です。私はこうしたア
メリカ型のやり方が大好きです。私
も最初は日本人的にきちんと地道に
やるつもりで始めるのですが、ちょっ
と飽き性なところもあるので、ワープ
して先へ進みたくなるのです。

遺伝子の作為的な変化を延 と々
続けるということは、生命の進化
を意図的に行っているという感じ
でしょうか。

田口　そのイメージでだいたい
あっています。それが進化工学の
極意です。そうして“良いもの”を得
ていく中で、良いのか否かの機能
だけに注目したアプローチです。
　皆さん、ダーウィンが唱えた進化
論は何かの形で聞いた事があると
思います。進化工学は、そのダー
ウィンの生物進化の原理、つまり38
億年かけて行われてきた原理を工
学的に応用しているのです。
　私達のご先祖は、単細胞である
大腸菌で38億年かけて人間に進
化してきました。その過程で行われ
ていたことはたった２つで、環境に

即した突然変異と、そこで選ばれ
てくるという道筋、それだけです。
　進化工学はこの２つを、ターゲッ
トになる酵素分子に適用してそれ
をコードする遺伝子に変化を与え
ることを繰り返して起こしていくとい
うことになります。情報を書き換える
のです。

アメリカ的発想という感じですね。

田口　乱暴に聞こえるかもしれま
せんが、実はこれ、生物の進化の
原理と同じなのです。生きものたち
は理論など気にせず、とにかくその
環境に適合したものが残ってきて
今日に至ったわけです。
　そして私の研究に戻すと、この
進化工学の発想と技術を原動力
として、合成生物学の研究をやっ
ていることになります。具体的に言う
と、合成生物学を使って微生物で
プラスチックを作る、そのために微
生物に必要な“スーパー酵素”を進
化工学で生み出したということにな
ります。

微生物が工場になって
化学製品を作るって…？

「微生物工場」というのはイメー



産学官との連携 産学官との連携

科学機器　№915　2024.9 科学機器　№915　2024.9

ジの例えでなく、実際にそうなる
のですね。どういった手順で出来
るのか教えていただけますか。

田口　原料には、植物をはじめと
したバイオマスを使い、そこから糖
や脂肪酸を作ります。糖や脂肪酸
は微生物の大好物で、それも微生
物が発酵してくれます。このあたり
はアミノ酸発酵などでも良く使われ
るものです。ここまでがバイオ、つま
り生物のパワーです。そこから先の
工業製品を作る工程は、従来は化
学の分野の発想で行われるのが
一般的でしたが、今話した一連の
全てのことを生物細胞の中で行っ
てしまうのです。
　どうして微生物の中で出来るか
と言うと、微生物の中には、まるで
電子回路のように色 な々代謝経路
があります。簡単に言うと、これをうま
く組めば、バイオマス原料を入れて
目的のアウトプットを得ることが出来
ます。つまりプラスチック原料も得る
ことが出来るのです。

　そのメリットは多 あ々りまして、まず
バイオマス原料なので石油を使わ
ない、そして常温常圧で行える、そ
のうえＣＯ2も出しませんから、従来の
ものづくりより断然環境に負荷をか

けません。その結果、工業製品とし
ても非常にすぐれた性質のものを作
りだすことが出来ていて、さらにそれ
を高めているということになります。

酵素は微生物工場の触媒

田口　ここで大変重要なのが酵
素です。普通の工場で作る場合、
プラスチックの性質を決めるのは
化学触媒ですが、微生物の細胞
で作る場合、その触媒が酵素なの
です。ですからスーパー酵素が出
来ると、素晴らしいプラスチックが
出来るわけです。

そもそも酵素とは、簡単に言うと、
どういったものなのでしょうか。

田口　端的に言うと、酵素がない
と細胞は営みを出来ません。たとえ
ば唾液に存在するアミラーゼは、ご
はんでんぷんを分解できます。酵素
の特徴として、ゲームセンターのク
レーンゲームを思い浮かべてもらう
と良いです。目的のものをピンポイン
トでつまみあげて取ってくるゲーム
で、その働きを酵素がやってくれる
のです。つまり、酵素にはターゲット
に応じた選択性があります。

クレーンゲームのようなことを、酵
素のおかげで上手にできるという
ことですか。

田口　はい。そもそも細胞内では、
ものすごく多種多様な生体分子で
ひしめいているのに、いつも正しく
働いてくれて“事故”は起きません。
これは酵素が適した基質、適した
位置、それを立体的に選んで働くこ
とが出来る選択性を備えていて、
いつも正しく働いてくれるからです。
進化を経てそうなっていて、つまり
洗練された触媒なのです。
　その酵素を、私たちはさらに意
図する働きを発揮できる方向に進
化工学で進化をさせ、スーパー酵
素を得たわけです。その研究の過
程では、兵庫県の相生にある大型
放射光施設のシンクロトロン、
Spring-8を使用しました。

Spring-8は何度かこのコーナー
でも登場いたしました。放射光で
物の構造を緻密なナノレベルで
“見る”ことが出来るのですね。

田口　そうです。そうしてタンパク
質の構造を見る事が出来るので、
結構緻密に色々な議論ができ、今
後の改良などの方向性を検討でき

ます。とはいえ、自分の目的の酵素
が100％きれいに結晶化できるわけ
でもなく、なかなか難しいのです。
そうした構造を全部明らかにしよう
としていると時間的にも進まないと
いうことで、構造は後回しにして、
機能に注目して酵素を進化させて
いくことに注力しました。最初に話
した、進化工学の考え方をとったわ
けです。

奇跡的なターニングポイント
“スーパー酵素”
「乳酸重合酵素」の開発

そして先程から出ている“スー
パー酵素”を得たわけですね。

田口　そうです。そのスーパー酵
素が「乳酸菌重合酵素」というも
のです。これを創り出すことが出来
たのは、これまでの研究史で、奇跡
的な出来事と言えます。

奇跡的という程、非常に大きな
ターニングポイントだったわけです
ね。そもそも田口先生が、進化工
学の発想や手法をとりいれたの
はいつ頃なのでしょうか。

田口　東京理科大時代からやり

はじめ、理化学研究所に入所した
1999年頃から本格的に展開しまし
た。そして今話した、乳酸を重合で
きる酵素を2008年に開発発表しま
した。現在、株式会社カネカの生
分解性バイオポリマー、Green 
Planet™  が生産されています。そ
の製造を行う兵庫県高砂市のプラ
ントで私が開発した酵素も使われ
ています。
　実はこの酵素の立体構造が分
かってきたのは、最近で2018年あ
たりです。つまり、1999年前後に優
良な変異体が得られた構造は、
2018年あたりにやっとわかってきた
わけです。

早くから確立されていた
バイオプラスチック技術

先程のお話で、石油を使わずに
プラスチックを作る技術自体は昔
からあったということですか。

田口　はい、ポリ乳酸というもので
す。原料は石油でなく植物です。
乳酸とは、例えばマラソンなどのス
ポーツをして疲れると無酸素状態で
「乳酸が溜まる」と言ったりする、あ
の乳酸です。また、乳酸菌が乳酸
を作って酸っぱいヨーグルトになる
など非常に身近でポピュラーなもの
ですよね。その乳酸が結合したプ
ラスチックがポリ乳酸になります。
　その歴史は結構古く、1932年に 
ウォレス・カローザスという人がその
技術を作りました。彼はハーバード
大学の化学科を出て、デュポンとい
うアメリカ最大手の化学会社で研
究開発に携わりました。衣服などで

有名なナイロンも彼が作っています。
話は横道にそれますが、彼は基礎
研究をやりたかったそうですが、実
利を求める大手会社だったがため
に叶わず、うつ病を患ったと言いま
す。ノーベル化学賞は確実と言わ
れていたのですが、それを待たず、
自ら命を絶ってしまったということが
ありました。とにかく、植物からプラ
スチックを作るという先見の明があ
りました。
　彼が作ったポリ乳酸が出来る仕
組みは、３ステップです。①大気中
の二酸化炭素と水で植物が光合
成をし、②そこからできる糖を微生
物が発酵させ、乳酸を作ります。こ
こまでがバイオで、この後はケミカル
の分野となり、③乳酸を化学合成
してポリ乳酸というプラスチックを作
ります。つまり最終的には化学工場
でプラスチックを作ることになります。
　そして彼が生きている同じ頃に、
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フランスのルイ・パスツール研究所
では、ルモワーニュ（Lemoigne）と
いう人が化学工場を介さずに、微
生物だけでプラスチック材料を
作ってしまいました。PHA（ポリヒド
ロキシアルカン酸）と言います。
　先ほど言った３ステップが、最後
の化学工場がなくなって微生物で
作ることが出来るので２ステップに
なりました。我々は微生物工場と呼
んでいます。　

次世代型微生物工場の
カギは“水素細菌”

田口　そして、今私が研究を進め
ているのは、これを１ステップでやる
「次世代微生物工場」です。ＣＯ2と
H2とＯ2を、微生物に投入して発酵
させてポリマーを作ります。ではどん
な微生物がポリマーを作ってくれる
のかと言うと、私たちが使っている
のが水素細菌というものです。これ
を使い、非常に良いポリマーが作
れています。これまで説明してきた
大腸菌とは異なる特徴があります。

今うかがったことをワンステップで、
どういう仕組みで可能になるので
しょうか。

田口　水素細菌の中で何を行う
かと言うと、水素を酸素で酸化する
ときに生まれるエネルギーを使い、
そして二酸化炭素を直接細胞内
に取り入れて、炭酸固定をします。
ポリマーというのは炭素の重合体
なので、このように外から取り入れた
ＣＯ2を変換してプラスチックを作る
ことを細胞内で出来るということな

のです。しかもその駆動力、エネル
ギーは水素を酸素で酸化した際
に生じるエネルギーということです。
　水素細菌のすぐれている点は、
炭酸固定能は植物の65倍、物質
生産効率は植物の35倍になります。
また、もう１つ付け加えると、駆動力
として、細胞内で水素と酸素を反
応させるということを言いましたが、
これは普通の工場で行うと、とても
危険なことす。電気自動車の開発
などでも試みられていることなので
すが、この危険性を回避することは
とても難しいのです。それが細胞
内で出来るということです。
　この次世代型微生物工場の形
が世界の最先端です。NEDO（国
立研究開発法人新エネルギー・産
業技術総合開発機構）のグリーン
イノベーション基金で研究を行って
います。つまり1930年代のことが下
敷きになって、2024年までにこのよ
うに発展してきました。しかもこれが
今、世界的な競争になっていて、ア
メリカのベンチャーなどもこぞって取
り組んでいます。これを私は2030年
までに、（株）カネカとの共同研究で
作り上げることになっています。
　付け加えると、先ほど話したよう
に、完全なワンステップで行う前の
段階は既に実用化されています。

「Gene to Plastic」
遺伝子をプラスチックへ！
交流がなかった分野を横断

田口　話してきた微生物工場で
は、微生物にPHAというポリマーを
溜め込みますが、これは私たち人
間が食べ物を食べて、貯蔵して
“太る”事と理屈としては実は同じ
です。微生物にとってポリマーは貯
蔵物質なのです。
　そこで私たちは意図的に、そうい
う“おデブ”でポリマーをたくさん貯
める微生物を作ってきました。実際
に稼働していると話しました兵庫
県高砂のカネカの工場での微生
物は、体の90％以上をプラスチック
が占めています。この数値を人間
の体脂肪率でイメージすると、メタ
ボすぎるにも程があるレベルです
が、私たちがそう意図して作ったわ
けです。高砂の（株）カネカの微生
物培養プラントには大きなタンクが
４つほどあり、生産量は年間5000ト
ンから２万トン推移しています。
　微生物を使ったポリマーの生産
量は、１つ目として細胞がどれだけ
たくさんの量を占められるかという
割合、そしてもう１つ、体積あたりに
その細胞や菌をどれくらい密に詰
め込めるかという菌密度、この両者

のかけ算で決まります。だからなる
べくぎゅうぎゅうに詰め込んでいくわ
けです。

そういう性質を持つ微生物と、遺
伝子を使ってプラスチック微生物
の酵素を生み出してきたわけで
すね。

田口　そういうことです。私は
「Gene to Plastic」という言葉でよ
く説明しています。直訳すると「遺
伝子をプラスチックへ」ということで
す。学会でも両者はまず普通は結
びついて発想しません。遺伝子を
扱う分子生物学会に行くとプラス
チックのことを考える人はいません
し、プラスチックの高分子学会に行
くと遺伝子のことを考えている人は
見かけません。両者は研究のカル
チャーが違うのです。
　ですが私は「Microbial Plastic 
Factory」つまり「微生物プラスチッ
ク工場」の研究のためには両者は
繋がってないといけないという思い
から、大谷選手ではありませんが
二刀流でやってきました。さらに付
け加えると、遺伝子などを分子生
物学で研究してきた目的は、従来
は関係ない分野とされてきた、高
分子のプラスチックのため、というこ
とです。

先生の成果から生まれた
生分解性プラスチックは
すでに多方面で実用化

田口先生の研究成果（重合酵
素）で創られている生分解性プラ
スチックGreenPlanet™は、実用
化されているのですね。

田口　はい。出来たバイオプラス
チックは、例えばフランスのスー
パーでも使われています。原料に
はマレーシアやインドネシアのパー
ム油の非可食部分を使っています。
製品は日本でもたくさんのところで
実は使われているんです。セブン・
イレブンやファミリーマートのアイス
コーヒーなどのストローもそうで、同
じようにストローは、100円ショップの
DAISOで販売、紙バックの伊藤園
の「お～い、お茶」などにも使われ
ています。さらに資生堂の商品に
使われたり、生分解性ポリマーのス
プーンがファミリマートや某カフェ
チェーンで使われたり、さらに大手
ホテルチェーンのアメニティにも同
じ生分解性ポリマーが使われてい
ます。その他フィルム製品にもなりま
してショッピングバックなどにも採用
されています。

既に広く実用化されているので
すね。そのプラスチックは、生分解
性であるということは、自然界に
放置されても自然に戻る、ものな
のでしょうか。

田口　そういうことです。環境に
よって分解の程度は異なりますが、
ただしそれは、ちゃんと実証がされ
ていないといけませんよね。その実
証の裏付けのもとに、各国に認証
制度があります。このプラスチック
は生分解性で自然に還りますよ、と
いう事を示した各国の認証ロゴ
マークはなかなかユニークです。ア
メリカ、ドイツ、ベルギー、フィンランド
などがあるのですが、ベルギーの
マークは「OK compost」と表記が
あって土に戻りますということが分
かり、フィンランドのマークは腐食し
たリンゴがちょっと笑っているような
マークです。日本も認証マークがあ
りますが、今は調整中という段階で
もあります。先ほど話したカネカのプ
ラスチックは、今触れた海外の生
分解性プラスチックの認証は全て
取得しています。だから生分解性
をうたって、海外でも使用されてい
る、ということですね。
　その実証も、私たちは色々な環
境下でやってきました。

環境負荷を軽減して化学製品を作る
「微生物工場」は着実に実用が進み
世界がしのぎを削る分野です！

次号「科学の峰々」では、引き続き田口精一先生にお話を伺います。


